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○ 取扱い

急性期の呼吸不全の場合、毎日複数回の血液ガス分析の算定は認められ

る。

○ 取扱いの根拠

急性期の呼吸不全とは、血液ガス上ＰａＯ２の低下、ＰａＣＯ２の上昇

がもたらされる状態であり、血液ガスを正常化させる呼吸管理が治療上最

も重要であり、その為には複数回の血液ガス分析は必要と認められる。

○ 留意事項

１日の必要回数については、個々の病状により異なる。急性期とは、通

常、１～２週間程度である。


